
(男議紙 4(2))

目標達成計画

事業所名グルーブホーム「和庵」(なごみあん)

作成日:平成ユよ年 3月 Rヽ日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップヘ向けて取り組む目標について話し合います。
日標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入しますc

【目標達成計画】
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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

l

4

∪運冨推進雲議を店かした取り組み

現 4犬では、織員の参加率が低く見られている

為、外部の方からの意見等を直に聞く機会が少
なく、入居者代表の参加も少ないため、積極的

な意見をもう少し出せていただけるのではない
りヽ、

lFet員・人后看代表の参カロ率をあげ、積極的

な意見の交換の場とする。

勤務作成時より、運営推進会議の日程に合わ
せて、調整を行う。また、入居者の方への運営
推進会議の理解を深め、積極的な参加を募る。

12ヶ 月

2

○チームで作る介護計画とモニタリンク

利用者に対して担当制を行つているが、ご家族
とのコミュニケーションを図る機会がすくないた

め、それぞれの意見やアイディアを直に聞く機
会が少ないっ

利用者、ご家族、職員の積極的な触れ含
い、情報の共有。

和庵において、1月 1行事を実施している為、ご

家族も積極的に参加できるような取り組みを行
い、情報交換が行われる場の提供。 12ヶ 月

3

○職員を育てる取り組み

法人、事業所、外部研修などの機会を確保し、

職員の育成に努めているが、今後は医学的知

識に基づく認知症ケアを実践する為、積極的な
知識と技術の向上が求められる。

正しい認知症の理解、認知症の医学的知識
の習得により、よりよい認知症ケアの実践に

活かす。

法人、事業所内外の研修に参加する機会を確

保する。事業所内研修においては、医学的知

識の正しい理解を修得し、認知症のよりよいケ
アの実践を行う。

12ヶ 月

○災害対策
定期的な災害用設備点検、避難ヨ‖練を行つて
いるが、昨今の状況より、様々な状況に対応で
きる必要がある。

法人としての合同訓練に加え、事業所独自
での31練の計画。実施を行う。災害の種別
に応じた具体的な対策、避難訓練、職員間
の連携の構築をはかる。

法人の定期含同訓練に加え、事業所独自の災
害対策を行う。様々な状況を想定し、具体的に
実行に移すことのできる体制を構築する。

12ヶ月
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